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第 23 回全国大会のお知らせ 

 すでに『学会通信』第 62 号でお知らせ致しましたように、第 23 回全国大会は、明治大

学経営品質科学研究所の協賛を受けて、10 月 3 日（金）・4 日（土）･5 日（日）の 3 日間、

明治大学駿河台校舎リバティ・タワーを会場として開催されます。すでに今年 3 月には大

会実行委員会（委員長：金子逸郎先生）を組織し、準備を進めて参りました。 

今大会の初日には JFE スチール株式会社･東日本製鉄所（千葉地区）の工場見学、大会 2

日目には株式会社「オキツモ」の代表取締役会長兼 CEO である山中克敏氏の特別記念講演

を企画しました。また第 23 回全国大会は、その統一論題として「グローバリゼーション下

の工業経営のフロンティア－モノづくりの質的高度化を目指して－」を掲げ、富野貴弘（明

治大学）、小松史朗（近畿大学）、所 伸之（日本大学）、信夫千佳子（桃山学院大学）の 4

人の会員の先生方にご報告をお願いしております。また自由論題として 4 会場に分かれて、

経営品質科学セッションの 3 報告を含め、32 本の報告が予定されております。また大会 2

日目の午後には各研究分科会の開催も予定しております。参加者の皆様の活発なご討議に

より、知的刺激と新たな知見が生まれることを願っております。なお会員総会では理事選

挙も行われます。 

大会実行委員会としては、会員の皆様のご支援･ご協力を得て、今大会を成功させるべく

全力を挙げる所存です。どうか多くの会員が第 23 回全国大会にご参加頂きますようにお願

い申し上げます。 

 

工場見学会のお知らせ 

第 23 回全国大会 実行委員長 

明治大学商学部 金子逸郎 

会員の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。このたびの全

国大会におきまして、下記のように JFE スチール株式会社・東日本製鉄所の工場見学会（10

月 3 日）を企画いたしました。参加をご希望の方は、8 月 29 日までに E-mail にてお知ら

せください（nobutaka@kisc.meiji.ac.jp）。 

なお、先方の受け入れ可能人数の都合上、先着 30 名様とさせていただきますことをご了

承願います。 

記 
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１．見 学 先：JFE スチール株式会社・東日本製鉄所・千葉地区 

（千葉市中央区川崎町 1） 

２．見学日時：2008 年 10 月 3 日（金）14：00～16：00 

（質疑応答含む：理事の方は工場見学後，質疑応答前にタクシーにて蘇我

駅まで行き，電車にて東京にお戻り頂きます。） 

３．集合場所・時間：JR「蘇我」駅改札前、13：15（時間厳守でお願いいたします。） 

＊蘇我駅までは、東京駅から電車で約 50 分です。 

＊ご不明な点がございましたら、大会事務局までご連絡願います。 

〒101-8301 東京都千代田区神田駿河台 1-1 研究棟 839 号室 

全国大会実行委員会事務局 風間信隆 

℡：03-3296-2168  nobutaka@kisc.meiji.ac.jp 

 

西日本部会・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝ研究分科会 活動報告 

 西日本部会とｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝ研究分科会は 2008 年 3 月 28 日（金）、共催で下記のように

岐阜県大垣市のオイダ製作所の工場見学と、インド研修発表会を実施いたしました。 

記 

１．工場見学 

 10:30～12:00 オイダ製作所工場見学 

         （改善活動の説明、工場見学、質疑応答） 

２．インド研修発表会（於：オイダ製作所会議室） 

 12:40～17:00 

・ 「インド経済の発展と製造業の本格的離陸」 

作新学院大学  那須野公人 氏 

・ 「グローバルなアウトソーシングにおけるインドと台湾の比較― TCS と 

ホンハイの事例研究」   台湾・東海大学 劉 仁傑 氏 

・ 「グローバリゼーション下における中小企業の形態変化－インド中小企業と 

その他の国－」          愛知工業大学  野村 重信 氏 

・ 「地域企業の挑戦－日精 ASB の国際展開とインド・ムンバイ工場－」 

長 野 大 学   表 秀孝 氏 

・ 「インドと日本の ICT サービス産業」 

関 西 大 学   野口 宏 氏 

・ 「自動車産業が牽引するインド製造大国」 

浅野研究所   浅野宗克 氏 
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・ 「インド旅行記―工業経営研究学会の調査旅行に同行して」 

ジャパンプラザ 安岡 襄 氏 

・ 「ジャイプル ジャンタル・マンタル天文台を訪ねて」 

加藤特許事務所 加藤英一 氏 

・ 「インド研修旅行に参加して」 オイダ製作所  種田文彦 氏 

 

北海道部会 活動報告と予定 

１．研究会 

 ＜第 1回研究会＞ 

   2008 年 7 月 12 日（土） 15：00 より 

 於：北海学園大学 7 号館 D101 教室 

１）坂井俊文 氏（北海道工業大学） 

 「ビジネスモデルの形成と発展のプロセス― ダイナックスの事例分析―」 

２）三上行生 氏（北海道工業大学） 

 「カイゼン教育の進め方― 地域産業のカイゼンエキスパート養成教育―」 

（参考）日本生産管理学会 北海道・東北支部と共催いたしました。 

  なお、運営委員会にて全員運営委員で活動することを確認。 

２．見学会 

   工場見学（苫小牧市） 11 月を予定 

    （参考）日本生産管理学会 北海道・東北支部と共催の予定です。 

 

 

環境研究分科会・循環型社会研究分科会 

合同研究会 活動報告 

環境研究分科会と循環型社会研究分科会の共催による合同研究会を 2008 年 7 月 13 日に

開催しました。 

 1．日 時：2008 年 7 月 13 日(日) 午後 2 時 30 分から午後 5 時まで 

 2．場 所：宝塚造形芸術大学 大阪梅田キャンパス 702 教室 

 3．報告内容と報告者： 

「二酸化炭素削減で地球温暖化は防げるか」畑中 稔 氏 

       『企業の環境新時代と循環型社会の探求』執筆者から5分の主張                

石坂 誠一、鈴木 幸毅、坂本 清、浅野 宗克、畑中 稔、小泉 國茂、 

長澤 忠彦、仲谷 修次の各執筆者 
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 4．その他：報告終了後、参加者全員による活発な議論を行いました。 

  5．研究会の前に「企業の環境新時代と循環型社会の探求」の執筆者会議を開催しました。 

 

グローバリゼーション研究分科会 活動予定 

＜本年度の海外企業視察予定＞ 

(1) 訪  問  国：シンガポール、マレーシア、インドネシア（バタム島） 

 (2) 訪 問 時 期：8 月 23 日（土）～8 月 29 日（金） 

(3) 視察予定企業等：チャータード社（半導体企業）、シンガポール・エプソン、エプソ

ン・プレシジョン、三洋精密バタム、エプソン・バタム、巴バルブ、

シンガポール大学 

 

 

 

 

 

 

 工業経営研究学会      学会通信 63 号（08-8） 2008.8.3 

 発行人 野村 重信           編集担当 関根雅則 那須野公人 

   学会事務局 高崎経済大学 経済学部 関根雅則 

     〒370-0801 群馬県高崎市上並榎町 1300 

         TEL：027-343-5417（代表） 

E-mail：noddie@os.rim.or.jp （自宅）    sekine@tcue.ac.jp （大学） 

  ホームページ http://wwwsoc.nii.ac.jp/asimj/index.html 

mailto:noddie@os.rim.or.jp
mailto:sekine@tcue.ac.jp

